








その他のタイトル A Study on the Possibility of Scribbling of
Tagging and Sticker - A Case Study in a




























能を要す ることなく機会があれば実行 され る犯罪





































































































































初 期逃 走 距離1・[m1 落書き行為視認距離ヱ[m]
落書き行為
発生場所











醗撫 伽×専瀞 幽 鋤
td。は落書 き行為 を終 了す るまでに要 した時間[s]で
あ り、以 下、落書 き行為 時間 と表 現す る。 また、吻
は 目撃者 の発 生時間間隔[s]㊥≧0)であ り、iは調査
対象地域 におけ る落書 き行為発 生場所 の整理番 号、ノ
は交通 手段(ノ=1は徒歩 、 ノ=2は自動 車 ・バ イ ク、
プ=3は自転車)を表す。































































































































































































能性指数 の実測値1td'(y)kと定義す る。落書 き行 為発
生場所の初期逃走距離別相対度数分布 を図6に 示す。
本研究 にお いて初期逃 走距離アの最大値 は52[m]であ
り、 これ を5[m]毎にカテ ゴ リー分 け したため、カテ
ゴリー番 号kはk=1～11となる。また、式(4)より算









指数 の実測値Itd'(y)kと理 論値 ㌔(y)kの二乗誤 差 の
和が最小 となるパ ラメー タの値 を、モ デル の構築 に
用い る際 に最 も適 したパ ラメー タの値 とす る。現 地
調査において得 られ た結果 を用 いて、式(2)にお ける
落書 き行為時 間tdoの平均μtdoと分散σ2tdo及び補正係数
ρのパ ラメ 一タ同時推 定 を行 った。そ の結果 、落書
き行 為時間tdoの平均μtdoは5.23、分 散σ2tdoは1.10、補
正係数ρは2.74となった。落書き行為成 立可能性指数
の実測 値Itd'(y)k及び理 論値Itd(y)kの算 出結果 を図
7に示す。
モデルの整合性について以下に述べる。落書き行
為 成 立可能 性指 数 の実 測値Itd'(y)kと理 論値Itd(y)k
の差 につ いて有意水準5%でt検定 を行 った結果、t値
は3.90×10-16、棄却域 は|t|>2.23であった。 これ よ り、
落 書 き行 為成 立 可能性 指数 の実 測値Itd'(y)kと理論

















































その際、ソフ トとハー ドの両面か ら防犯対策を実
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